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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 X 22989：2023 
 (ISO/IEC 22989：2022) 

情報技術－人工知能－人工知能の概念及び用語 
Information technology-Artificial intelligence- 
Artificial intelligence concepts and terminology 

 
序文 

この規格は，2022 年に第 1 版として発行された ISO/IEC 22989 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

計算能力の進歩，計算コストの低減，多くのデータソースからの大量のデータの可用性，安価なオンラ

イン学習カリキュラム及び特定の作業において，速さ及び正確さの点で人間と同程度の性能を満たしたり

超えたりすることができるアルゴリズムは，AI（人工知能）の実用的な適用を可能にし，AI を情報技術の

より重要な分野に位置付けている。 

AI は，コンピュータサイエンス，データサイエンス，自然科学，人文科学，数学，社会科学などに広く

基づく高度な学際的分野である。“インテリジェント”，“インテリジェンス”，“理解”，“知識”，“学習”，

“意思決定”，“技能”などの用語をこの規格全体で使用するが，AI システムを擬人化する意図ではなく，

一部の AI システムが，基本的にそのような特性をシミュレート可能である事実を記述するためである。 

AI 技術には多くの分野がある。これらの分野は複雑にリンクされており，急速に発展しているため，全

ての技術分野の関連性を一つのマップで表現することは困難である。AI の研究には，“学習，認知及び予

測”，“推論（inference），知識及び言語”，“発見，検索及び作成”などの側面が含まれる。研究は，これら

の側面間の相互依存性にも取り組んでいる[23]。 

入出力プロセスフローとしての AI の概念は，多くの AI 研究者によって共有されており，このプロセス

の各ステップに関する研究が進行中である。標準化された概念及び用語は，広範な利用者に理解され，採

用されるために，技術のステークホルダーに必要とされている。さらに，AI の概念及びカテゴリーは，ト

ラストワージネス，堅ろう（牢）性，回復力，信頼性，精度，安全，セキュリティ及びプライバシーのよ

うな特性に関して，異なったソリューションの比較及び分類を可能にする。これによって，ステークホル

ダーは，彼らのアプリケーションに適切なソリューションを選択し，市販の利用可能なソリューションの

質を比較することが可能である。 

この規格は，学問分野の意味においてだけ，AI という用語の定義を提供するため，その使用のための文

脈は，次のように記述することが可能である。AI は，人間が定義した所与の目標の集合に対して，コンテ

ンツ，予測，推奨，意思決定などの出力を生成する工学的システムに特化した技術的かつ科学的分野であ

る。 

この規格は，標準化された概念及び用語を提供し，AI 技術が，より広範なステークホルダーによって，

よりよく理解され，使用されることを支援する。専門家及び非実務者を含む幅広い読者層を対象としてい




